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本国は宝塚混声合唱団第 14回 音楽会へお運びいただきまして、誠にありがとう存 じ

ま,。

今lHIの プログラムでは、バ ッハ、ブラームス、ブルックナーのモテ ット3山 をアカ
ベラと管弦楽器、本 ド牧子さんの方舟はピアノ、そ してモーツアル トのヴェスペ レを

小編成の管弦楽と一緒に歌います。また、モーツァル トには声楽家をソリス トにお迎

えしています。このように、今回は近年の私どもの音楽会の中で ()、 とりわけ華麗な

色合いを帯びるものになりました。このような充実した音楽会を {)つ ことができるの

は、指揮者大森地塩氏のお力によるところが多大です。 ここにあらためて団員の深い

感謝の気持ちを表 します。

私どもは、歌の本元は感動を共有することにあると考えます。そ して合唱は、発声

を基本に、歌詞との交感があり、指揮者と一体になつた歌作 りがあってこそ、聴いて

くださる方々と感動を共にすることができるものと考えます。顧みます と、これ らの

どれをとりあげても努力の足 りぬところばか りですが、見方を変えると、私ど()は よ
り良い歌を歌える可能性をまだまだ持っているわけでもあります。アマチュアという
ことに甘えず、いっそう研鑽に励んでまいりますので、この後ともご指導 。ご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

平成 14年 7月  宝塚混声合唱団



⑤O⑤OOOo⑤ o⑤  プ ロ グ ラ ム ⑤O⑤o⑤⑤oooo

I.モ テ ッ ト集

Lobet dcn Hcllll,alle Heidcn

O I‐Iciland rei3 dic I‐ Iirrmel auf

Gradualc “Os justi"

バ ッハ 作曲
ブラームス 作曲

ブル ックナー 作曲

Ⅱ.方 舟                    大岡 信 作詩

① 水底吹ぽ                 木下牧子 作曲

② 木馬
③ 夏のおもひに

④ 芳・
ぶ
埼・    ピァノ 國井美佐

休  憩

Ⅲ.Vespcrac s01enncs dc COnfessore       モーツァル ト 作曲
聖人の盛儀の晩の祈 り
① D破■
②  ConfltcbOr

③ Bcaus宙 r

④ Laudtte pue三

⑤ Laudtte Domhum
⑥  NIlagniflcat

ソプラノ 津 山和代
ア ル ト 野間直子
テ ノール 畑 儀文

オーーケス トラ  MOzart 2002 SOlistcn

指揮 大森地塩



⑤⑤⑤OO⑤ OOOO

モテッ ト集

曲目の解説・歌詞・訳 ⑤⑤OOOO⑤ ⑤O⑤

Lobet den HelHl.allc Heiden      Johann Sebastian Bach 1685-1750

「モテット」は簡単に言 うと、教会合唱曲の広い範囲をカバーしてミサ曲と並ぶ主要な曲種で、 6曲 あるとさ
れたバッハのモテットの一つがこの曲である。歌詞は宗教改革者ルターの訳した ドイツ語旧約聖書から採られて
いる。 曲は Lobct「 賛美せよ」と、喜びと共に堂々と始まり、綿密な構成で展開して行く中で神の恩恵が繰 り
返したたえられ、躍動するハレルヤのフーガ (槙倣的形式)で終わる。

O Heiland reiS die Himmel auf   JOharmes Brahms 1833-1897

歌詞はカ トリック教会のクリスマス前の ミサの入祭唱 (ミ サの始まりのラテン語式文)を ドイツ語に訳 したも
の。第 1・ 2曲 ソプラノ、第 3曲テナー、第 4曲 バスがグレゴリオ聖歌の様式に基づくコラール (ドイツプロテ
スタン ト教会の会衆用賛美歌)の旋律になっていて、全体はコラール変奏曲と言える。旋律は格調高く、味わい
深い。

(旧約聖書詩編 117)
Lobct dcn Hcrrn,allc Hcidcn und preisct

ihn,allc Volkcr! Dcnn scinc Gnadc und

Wahrhch wJtct ubcr uns in Ewigkcl.Alldtta

1.O Hciland rci3 dic Himmcl aul

hcrab vOm Himmcllaun Rci3 ab vom Himmcl

Tor und Tur,rci3 ab,wo Schlo8 und Ricgcl ttr!

2 0 GotL cin'Tau vom Himmcl gie3,im Tau

hcrab,O Hciland,flic3!  Ihrや Volkcn,brccht

und regnct aus dcn Konig iibcr Jakobs Haus!

3.O Erd,schiag aus,o Erd,da3 Bcrg und Tal

gin allcs wcrd! o Erd hcJbr dics Bliimlcin

bHng,O Hciland,aus dcr Erden spHng!

4.Hicr lcidcn wir dic gro3tc Not vor Augcn

stcht dcr bi■rc TOd;ach komm,缶 hr uns m■

starkcr Hand,vOm Elcnd zu dcm Vttcrland!

5.Da wollcn wir dl dankcn dir,unscm

Erlё scr,■r undぬr;da wollcn wir aH lobcn

dich jc allze■ immcr und ewigHch.Amcn.

すべての国よ、主を賛美せよ。

すべての民よ、主をほめたたえよ。主の慈 しみとまことは

とこしえに私たちを超えて力強い。ハ レルヤ (神 を賛美せよ)

lおお救い主よ、天国の扉を開け、

そこから駆け降 りて来たまえ。天国の

門と扉を引き剥がしたまえ。そのため錠 と門をもぎ取つて。

2おお神よ、天国から一滴の露を注ぎたまえ。

おお救い主よ、露となって流れ落ちたまえ。

雲よ、あの王を吐き出し、ヤコプの家の上へ降らせよ。

3おお大地よ、芽を吹け。山も谷もすべて緑に

なるように。おお大地よ、この小さな花を生み出せ。

おお救い主よ、大地から飛び出したまえ。

4私たちはここで最大の苦境に悩んでお り、日の前には

苦い死がある。ああどうか来たもうて、

力強い手で私たちを異郷から祖国へ導きたまえ。

5そのとき私たちは皆、解放者のあなたにいつまでも感謝します。

そのとき私たちは皆、いつもいつまでもあなたを

永遠にほめたたえます。アーメン (確 かに)



Gradudcは ミサの儀式の一部で、ここではラテン語旧約聖書が使われている。ブル ックナーは40代半ばまでは
教会音楽家・合唱指揮者 として活躍 し、彼の宗教曲は当時のロマン派音楽と教会音楽の古い技法とがよく調和 し
ている。そして優れたミサ曲や交響曲だけでなく、このように古い様式に則った荘重で美 しいモテットを残 した。

(詩編 37. 30-31)
OsjusJ mcd● bitur sapicndarn,ct ling曖

cJus loquctur Judicium. Lcx Dcl qus in cordc

ipsius et non supplantabuntur grcssus ciuS.

Allcl可 a!

正 しい者は口に英知の言葉があり、その舌は

正しいことを話す。その心には神のおきてがあり、

その歩みはよろけ′ることがない。

アレルヤ

(参考 :新共同訳他 )

B(長 尾 )



Ⅱ.方 舟
大岡 信  作詩

木下牧子  作 曲

木下牧子氏は大岡信氏の初期詩篇 「方舟」から4篇を選んでこの組曲を作曲した (初演 1980年 )。

本下氏によると、「詩篇『方舟』はその比類ない格調の高さと、日本語の美 しさという点において、

是非音響化 したいという思いを抱かずにはいられないもの」であつた。この言葉に誘われて四篇の

詩をくりかえし音にして読むと、日本語の響きと意味とそれらが生み出す映像に充たされる。絵は

音声の無い詩、詩は音声のある絵、と言う言葉がある。では、詩をメロディとリズムにのせてうた

う歌は何だろう。それに和音が加わる合唱はどんな絵を描くのだろう。方舟を歌つているあいだ別

の世界にいるようだ。それと気づかぬままに、キャンバスの裏の不思議の世界にでも運ばれている

のだろうか。 B(井上 )

① 水底吹笛
二月幻想詩

ひょうひょうとふえをふこうよ

くちびるをあおくぬらしてふえをふこうよ

みなぞこにすわればすなはほろほろくずれ

ゆきなずむみずにゆれるはきんぎょぐさ

からみあうみどりをわけてつとはじる

ひめますのかげ
―

ひょうひょうとあれらにふえをきかそうよ

みあげれば

みずのおもてにゆれゆれる

やよいのそらの かなしさ あおさ

しんしんとみみにはみずもしみいつて

むかしみたすいしょうきゅうのつめたいゆめが

きょうもぼくらをなかすのだが

うつすらともれてくるひにいのろうよ

がらすざいくのゆめでもいい あたえてくれと

うしなつたむす うののぞみのはかなさが

とげられたわずかなのぞみのむなしさが

あすののぞみもむなしかろうと

ふえにひそんでうたっているが

ひめますのまあるいひとみをみつめながら

ひとときのみどりのゆめをすなにうつ し

ひょうひょうとふえをふこうよ

くちびるをさあおにぬらしふえをふこうよ

② 木 馬
夜ごと夜ごと 女がひとり

ひっそりと旅をしている

(ポ ール・エリュアール)

日の落ちかかる空の彼方

私はさびしい木馬を見た

幻のように浮かびながら

木馬は空を渡っていった

やさしいひとよ 窓をしめて

私の髪を撫でておくれ

木馬のような私の心を

その金の輸のてのひ らに

つないでおくれ

手錠のように



③ 夏のおもひに

このゆふべ海べの岩に身をもたれ。

ゆるく流れるしほの香にゆふべの諧調は海をすべり。
いそぎんちゃくのかよわい触手はひそかに流れ。

とほく東に愁ひに似てあまく光流れて。

このゆふべ′lヽ魚の群のゑがく水脈に。

かすかなひか りの小数みだれるをみ。
いそぎんちゃくのかよわい触手はひそかに流れ。

海の香 と胸とろかすひびきにほほけて。

とらはれの魚群をめぐるひ とむれの鴎 らに

西の陽のつめたさがくろく落ち。はなれてゆく

遊覧船のかたむきさへ 愁ひをさそひ。

このゆふべ海辺の岩に身をもたれ。
こころ開かぬままに別れ しゆゑ

ゆゑもなく慕はれ るひ との面影を夏のお もひにゑが

きながら。

空を渡れ 錨をあげる星座の船団

灯火は地球に絶えた 悲愁は冷たく迅やかだ

湖水の風に羽を洗 う鳥たちはむなしく探す

昨 日の空にはためいていた見えない河原を

ひとよ 窓をあけて空を仰ごう

今宵ぼくらはさかさまになって空を歩こう

秘められた空 夜の海は鏡のように光るだろう

まこと水に映る森影は 森よりも美 しいゆえ

夜の奥に胸を開いて歩み入れば

地球を彩る血の帯ははためくだろう

憎悪の暗い洞穴をゆさぶ りながら

夜のしじまにしたた りながら おらびながら

この星がふるさとであるか 血は血を乏かベ

この星がふるさとであるか 河は涸れ……・

鳩たちが明るい林を去ってからすでに久 しい

愛するものよ おまえの手さえ失いがちに

動舟は方④



Ⅲ .

Vcspcrac solcmes dc Confcssore   Wolセ ang Amadeus Mozart 1756-1791

モーツァル トは、故郷ザルツプルグで、カ トリック教会の晩課のために二曲を作曲 した。晩課 (Vcspcrac)

とは、中世以来のカ トリック教会が一 日を入つの時間に区切つて行つている聖務 日課の うち、最後の 日没

時に行われる重要な祈 りのことである。

今回演奏されるのは、1780年 に作曲された 「証聖者の荘厳晩課」 (VcspcracSoLnncs dc Confcssorc)K339

であり、モーツァル トのザルツブルグ時代最後のすぐれた宗教曲である。 この曲は六つの部分からなる。

第一の (D破■、主は言われる)と 、第六の (Magninca、 ぁがめ祀る)は、ともにハ長調で荘厳な趣きがあり、

第二の (cOnntebor、 誉めたたえよう)ではグレゴリオ聖歌の司祭の先唱が引用され、第三の (Bcatus vI、

幸いな人)では、対位法を生き生きとした近代的音楽の中に溶け込ませ、第四の (Laudate pueri、 誉めたた

えよ下僕等)は、教会様式によりつつも、大胆な半音階を用いた転調を行つてお り、第五の (Lauddc Dominum、

主を誉めたたえよ)は、教会的なものに無頓着な表現の詩情をもつ、といわれる。この曲を知 らない者は、

モーツァル トを知る者 とは言えぬと音楽学者アインシュタインがい う名曲である。

B(森 )

① Dixit(詩編 110

D破 it dominus Domino mco:Scdc,a dcxtris mcis:

Doncc pOnam inimicos tuos,scabcllum pcdum tuorum.

Virgam virlutis tuac cmittet Dominus ex Sion:

dominarc in mcdio inimicorum tuorum.T∝ um
principiunl in dic virtutis tuac in splcndoribus

sanctoruln:cx utcro antc lucifcrum gcnui tc.

Juravit Dominus,ct non poenitebit eum:Tu cs

sacerdos in acternum secundum ordincm Mclchiscdcch.

Donlinus a dcxtns tuis,conicgit in dic irac

suac regcs.

Judicabit in ndionibus implcbit ruinas,

conquassabit capita in terra m」 torum.

Dc torrcntc in via bibct:proptcrca cxaltabit caput.

(以 下各 曲共通 )GloHa PatH,d FHio,ct Spintui

Sancto.  Sicut crat in principlo.ct nunc,ct scmpcr,

ct in saccula sacculorum. Amcn.

合唱 と独唱 )

主は私の主君に言われた。「私の右に坐 りなさい。

私があなたの敵をあなたの足台とするときまで」

主はあなたの力ある杖をシオンから差 し出される。

「敵のただ中で支配 しなさい。

聖なる輝きの中であなたの力が現れる日、それは高貴な

力である。夜明け前に私はあなたを産んだ。」

主は誓われた。そ してそれを思い返されることはない。

「あなたはメルキゼデクと同 じように永遠に祭司

であるJと 。主はあなたたちの右に立ち、怒 りの 日に

諸王を打ち砕かれる。

主は諸国を裁き、広大な地で

首領たちを撃ち、 しかばねで満たされる。

王は道すがら流れから水を飲み、頭を高く上げる。

願わくは父と子 と聖霊に栄えあらんことを。

女台めにありしごとく、今もいつも

世々に至るまで。アーメン (確かに)



② ConitebOr(詩編111 独唱と合唱)

Confltcbor tibi Dominc in toto cordc mco:in       主よ、私は心を尽 くしてあなたをたたえよう。

condllo justorum,ct∞ ngrcgationc,Magna opera     正しい人たちの集い、会衆の中で。主のみわざは大きく、

Domini:∝quおita in omncs voluntatcs cius.       それを愛する者は皆探し求められる。

Confcssio ct magninccntia opus cJuS:Ct         主の成 し遂げられることはたたえられ、輝き、

Jus」」a cJus manct in sacculum sacculi.         その正義はいつの世までも及ぶ

Mcmonam fccit mirabnium suOrurn,miscHcors ct     主はその驚くべきみわざを思い起こすようにされた。

just“:cscaln dcdi Jmcntibus sc.            主は情け深く正 しく、主を畏れる者たちに食物を与え

Mcmor cHt in saccululn tcstι mcnti sui:Virtutcm     られた。契約をとこしえに御心に留め、

opcrtlm suorum annundabl populo suo:Ut dct Hlis,    みわざの力をご自分の民に示 し、諸国の嗣業を

hcrcdhatcm gcnillln.                  ご自分の民に与えられる。

Opera manuum cJus Veritas etjudiciuln.Fidclia     御手のわざはまことの裁き、主の

omnia mand・ata ciuS:COnArrnata in sacculum sacculi:    命令はすべて真実、世々限 りなく堅固に

facta in vcritttc ct acquitate.                まことをもつて公正に行われる。

Rcdcmploncm misit Dominus populo suo:mandavit  主はご自分の民に贖いを送 り、契約を

in actcrnum tcstaFnCntum suum.             とこしぇの 1)の と指示された。

Sanctllm ct tcrribilc nomcn cJus initium         神聖で畏敬すべきは主の御名。主を

sapicnti¨ umor Domini.                畏れることは英知の始まり。

Intcllcctus bOnus omnibus facienlbus cum:        これを行 う人はす ぐれた思慮を得る。

laudadO qus manctin sacculum sa∝ uli.         主の賛美は永遠に続 く。

Gloria Patri ・・・・・

③ Bettus宙 r(詩編 112 独唱と合唱)

Bcatus vI,qui Jmct Dominum:in mandatis c」 us     主を畏れる者、主の戒めを深く愛する者は幸いである。

volct nimis.POtens in tcrra crit semcn cJus:        彼の子孫はこの地で勇士とな り、

gencratio r∝ tOruln bcncdicetur.              そのまつすぐな心の世代は祝福される。

GloHa et divitiac in domo ciuЫ  etjustitia ttus      彼の家には栄誉と富があり、その公正な行いは
manct in sacculum sacculi.Exortum cst in tcnebHs    永遠に伝えられる。まつすぐな者には闇の中にも

lumcn rcctis,misen∞rs ct miserator ct justus.       光が昇る。恵み深く、情け深い正しい光が。

Jucundus homO qui miseretur ct commodat,disponet  憐れみ深く、貸し与える人は良い人。裁きのとき、
semoncs suos in judiciO:quia in actcrnum non      彼の言葉は支えられる。彼は永遠に
commovcbitur.                     動揺することはない。

In memoHa actcma cHtjustus:ab audiJonc        正 しい者はとこしえに記憶される。彼は悪い うわさを

mala non dmcbit.Paratum cor cJus spCrarc in Domino,  立て られても恐れないぅその心は固 く主に信頼 している。

non cOmmovcbitur donec dcspiciat inimioos suos.     彼は動揺することなく、ついに敵を見下ろす。

Dispcrsl dcdit paupenbus:Justitia qus manct in     彼は貧 しい人々に分け与え、その公正な行いはいつの

sacculum saccuH:comu cius cxaltablur in gloria.    世までも伝わる。彼の角は高く上げられて、栄光に輝 く。

Pcccator vidcbit ct irascetur dcntibus suis iemct      ょこしまな者はそれを見て怒 り、歯ぎしりし、

ct tabescct:dcsidc面 um pcccatorum pcdbl.        力を失 う。よこしまな者の野望は滅びる。

GloHa PatH… …・



④ Laudae pueH(詩編 113 合唱)

Laudate pucri Dominum,laudatc nomcn Domini.    主の しもべらよ、主を賛美せ よ、主の御名を賛美せよ。

Sit nomcn Domini bcncdictum.cx hoc nunc ct       今よりとこしえに主の御名が

usquc in sacculum.A solis oltu usquc ad Occasuln,    祝福 されるように。 日が出てから沈むまで

laudabile nomcn Domini.                主の御名が賛美されるように。

Excclsus supcr omncs gcntcs Dominus,ct super      主はすべての国を超えて優れ、主の

coclos gloHa cius.Qu、 siCut Dominus Deus noster,    栄光は天を超えている。高い座につきながら

qul in altis habitat,ct hurnnia rcspich in∞ clo       低 く下つて天と地をご覧になる私たちの神、主のような

ct in tcrra?                       者があろうか。

Suscitans a tera inopcm,ct de stcrcorc cngcns      主は力のない者を土から起 こし、貧 しい者をごみの中から

paupcrcm:Ut collocct cum cum principibus,cum      高く上げ、貴族たち、主の民の貴族たちと同じ

principibus populi sui.                    所に坐らせてくださる。

Qui habitare facit stcnlcrn in domo,marem        子のない女を、子を持つて喜ぶ母として家に

■1lorum iaetantcm.                    住まわせてくださる。

GloHa PatH… …・

⑤ Laudate Dominum(詩 編 117 独唱と合唱)

Lauddc Dominum omncs gcntcs:laudatc cum omncs

populi:Quoniam con■mata cst super nos miscH∞ rdia    (訳 はバ ッハのモテ ッ トと同 じ)

qus:ct veritas Domini manct in actcmum.

GloHa PatH… …・

⑥ Magninc江 (ルカによる福音書 1.47-55 独唱と合唱)

Magninctt anima mca Dominum.Et cxuhavit      私の魂は主をあがめ、私の霊は救い主の神を喜びたたえ

splritus mcus in Dco salutari meo.Quia rcspexit     ます。身分の低いこの主のはしためにも日を留めて

humilitatcm ancillac suac:ccce cnim cx hoc bcatarn    くださつたからです。見てください、これからいつの世の

mc diccnt omncs gcncraJoncs.             人も私を恵まれた者と言 うで しょうから。

Quia fCcit mihi magna qui potcns est ct sanctum     力のある方が私に偉大なことをなさいましたから。その

nomcn cJus.Et miscHcordia cJus a pЮ gcnic in      御名は神聖です。その憐れみは子孫から

progcnies timcntibus cum.               子孫へと及びます。

Fccit potcntiam in brachio suo:dispcrdt supcrbos     主はその腕で力を振るい、思い上がる者たちを打ち散ら

mcnte cordis sui.Dcposul potcntcs dc sedc ct      されま した。権力ある者をその座か ら引き下ろし、身分の

cxaltavit hulnilcs.Esuricntcs implcvh bonis:ct      低い者を高く上げられました。飢えた人を良い物で

di宙tcs dimish inancs.                 満た し、富める者を何も無 しに追い返されました。

Suscepl lsracl pucrum suuln,rccordatus         その しもベイスラエルを受け入れて憐れみをお忘れに

miscricOrdiac suac:sicut iocutus est ad patrcs       なりません。私たちの先祖におつしゃったように、

nostros,Abraharn ct seminl cJus in saccuh        ァプラハムとその子孫に対 してとこしえに。

GloHa Patri… …・

(参 考 :新共同訳他 )

B(長 尾 )


